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濯流量は常に 80ccjKgjmin に維持し，制御指数1.4 で人工肺を操作した。乳酸加リンゲ、ノレ液による
脱血置換により， Ht 値を2.5-50%の範囲に変動せしめ，各脱血置換後15-30分後に採血し，血液ガ
スを測定した。血液稀釈の指標には Ht を用い， Ht と血液ガス性状との関係を検討した。
1 )動脈血性状
i )動脈血酸素飽和度は， Ht の変動とは無関係に90-100%に保たれた。
ii) 動脈血酸素含量は， 2.5-23.2vol 労の範囲にあり， Ht の低下により減少を示し両者の聞には
正の相関を認めた (r二十 0.96) 。
iii) 動脈血炭酸ガス分圧及び含量は，それぞれ 14-54 mmHg , 8.2--58.0 vol %の範囲にあり，い
ずれも Ht との聞には，関係を認めなかった。
2) 還流静脈血性状
i )還流静脈血酸素飽和度は， 28--84 %の範囲にあり， Ht の低下に伴って減少し両者の聞には正
の相関 (r= 十 0.75) を認めたが Ht 値が 20%以下になると， もはや減少を示さなかった。
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ii) 還流静脈血酸素含量は， 0.6-18.3 vo196の範囲にあり， Ht の低下に伴って減少し両者の聞に
は正の相関を認めた (r= 十 0.93) 。
iii) 還流静脈血酸素分圧は， 22-74mmHg の範囲にあり， Ht の低下に伴って減少の傾向を示し
7こ。
iv) 還流静脈血炭酸ガス分圧は， 22-93 mmHg の範囲にあり，動脈血炭酸ガス分圧との聞に正
の相関 (r=+ 0.80) を示し， その動静脈血較差は， Ht の低下に伴って増加を示した (r =-
0.64) 。
v) 還流静脈血炭ガス含量は， 10.2-63.5vo1 96の範囲にあり，動脈血炭酸ガス含量との聞に正の
相関 (r= +0.97) を示し，その動静脈血較差と Ht との聞には関係を認めなかった。
3) 全身酸素消費量




した。濯流量は平均 2.04士 0.25 1 jM2jmin であった。濯流開始後15-30分の採血し，血液ガスを測定
した。
1) Ht 値は， 37.4士 4.6 (28-50) 96を示し，濯流開始直前の値， 49.6士 9.2 (34-73) %に比して，
24.6%低下していた。
2) 動脈血酸素飽和度は， 82.0-100労，動脈血炭酸ガス分圧は， 27.5-53.0 mmHg を示した。
3 )還流静脈血酸素飽和度は， 50.3-76.6労の範囲にあり， Ht 値の低いものほど低値を示した。
4 )動，静脈血間の炭酸ガス分圧，及び炭酸ガス含量の関係をみると，いずれも Ht に関係なく正の
相関を認めた (r=+0.73 ， r= 十 0.85) 。
5 )全身酸素消費量は，平均105.3士 24.0 (54-153) ccjMdmin に維持されていた。
〔総括〉
1 動脈血酸素飽和度は， Ht には無関係にほぼ一定に維持されるが， 動脈血酸素含量は Ht の低下
と共に減少し，両者の聞には密接な正の相関を認めた。
2 還流静脈血酸素飽和度及び酸素含量は， Ht の低下に伴なって減少する。還流静脈血酸素分圧も，
Ht の低下と共に減少するが， その傾向は前 2 者ほど著明ではない。 そしていずれも Ht 値が20%
以下となると，もはや減少を示さない。
3 動脈血炭酸ガス分圧，炭酸ガス含量，いずれも Ht との聞に関係を示さない。
4 動，静脈血聞の炭酸ガス分圧及び炭酸ガス含量の聞には正の相関を認めた。動静脈血炭酸ガス分
圧較差は， Ht の低下に伴って増大するが，動静脈血炭酸ガス含量較差は， Ht との聞に関係を認め
なかった。
5 全身酸素消費量は， Ht 値20%まではほぼ一定に維持されるが， Ht 値が20%以下となると急激に
低下する。







って，常温下体外循環における安全な稀釈の限界が， Ht 値 20%であることを明らかにしたもので，
血液稀釈体外循環の臨床応用に対して，一つの理論的根拠を与えたものとして意義が大きい。
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